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―
最
初
の
訪
問
国
イ
タ
リ
ア
で
の

成
果
や
、
今
後
に
向
け
た
動
き
に

つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
海
外
出
張
で
は
、
ま
ず
、

イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

ミ
ラ
ノ
で
は
、
世
界
最
大
の
家

具
・
イ
ン
テ
リ
ア
見
本
市「
ミ
ラ

ノ
・
サ
ロ
ー
ネ
」を
視
察
し
ま
し

た
。
こ
の
見
本
市
に
は
、
飛
驒
産

業
株
式
会
社
が
単
独
で
出
展
さ
れ

た
ほ
か
、
渋
草
柳
造
窯
が
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
共
同
開
発
し
た
商
品
の
展

示
が
あ
り
ま
し
た
。
高
山
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
渋
草
柳
造
窯
の
技
術

が
、ア
ロ
マ
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー（
散

布
器
）と
い
う
新
し
い
形
で
活
用

さ
れ
る
の
は
非
常
に
革
新
的
で
あ

り
、
伝
統
工
芸
の
新
た
な
可
能
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ラ
ノ
で
は
、
在
ミ
ラ

ノ
日
本
国
総
領
事
館
を
表
敬
訪
問

す
る
と
と
も
に
、
市
内
に
あ
る
岐

阜
県
ギ
ャ
ラ
リ
ー「CA

SA
 GIFU

Ⅲ（
カ
ー
サ
ギ
フ
ス
リ
ー
）」や
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
に
お
い
て
参
加

者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

―
ミ
ラ
ノ
の
次
に
訪
れ
た
ク
レ
モ

ナ
で
は
、
弦
楽
器
を
通
じ
た
交
流

に
向
け
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

そ
う
で
す
が
。

　

ク
レ
モ
ナ
と
は
、
5
年
前
に
製

作
さ
れ
た
飛
驒
春
慶
の
塗
り
を
施

し
た
弦
楽
器
が
縁
で
交
流
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
回
は
、
弦
楽
器
や

音
楽
を
通
し
た
、
新
た
な
分
野
で

の
高
山
市
の
発
展
の
可
能
性
を
模

索
す
る
た
め
、
ク
レ
モ
ナ
市
長
の

ほ
か
、
春
慶
弦
楽
器
を
製
作
し
た

リ
カ
ル
ド
・
ベ
ル
ゴ
ン
ツ
ィ
氏
な

ど
関
係
者
の
方
々
に
お
会
い
し
、

人
材
交
流
を
含
め
た
支
援
や
連
携

協
力
に
関
す
る
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
国
立
弦
楽
器
製

作
学
校
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
高

山
で
開
催
す
る
こ
と
な
ど
、
弦
楽

器
を
通
じ
た
交
流
に
向
け
て
有
益

な
提
案
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
交

流
や
両
市
の
発
展
に
つ
い
て
意
見

が
一
致
し
ま
し
た
。

―
次
の
訪
問
国
の
モ
ロ
ッ
コ
王
国

で
は
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
ほ
か
に
、

陶
器
の
産
地
と
し
て
有
名
な
フ
ェ

ズ
を
訪
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

モ
ロ
ッ
コ
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や

観
光
・
社
会
経
済
等
を
所
管
す
る

各
大
臣
を
始
め
と
す
る
政
府
要
人

と
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

岐
阜
県
と
マ
ラ
ケ
シ
ュ
・
サ
フ
ィ

州
議
会
と
の「
友
好
協
力
に
関
す

る
覚
書
」締
結
に
同
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ズ
・
ブ
ル
ー
の
名

で
知
ら
れ
る
陶
芸
品
で
有
名
な

フ
ェ
ズ
を
訪
れ
、
市
長
を
は
じ
め

行
政
関
係
者
と
面
談
し
ま
し
た
。

　

市
民
が
主
役
の
国
際
交
流
の
進

め
方
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
伝
統
工
芸
の
保
護
や

振
興
、
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
の

　

市
で
は
、
国
際
的
な
文
化
観
光
都
市
と
の
間
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
文
化
資
源
の
活
用
を
通
じ
た
交
流
と
観
光
振
興
を
図
る
た

め
に
、
４
月
15
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
と
モ
ロ
ッ
コ
に

お
い
て
國
島
市
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
回
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
國
島
市
長
に
尋
ね

ま
し
た
。

交
流
を
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と

で
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。

―
デ
ザ
イ
ン
の
発
信
地
・
ミ
ラ
ノ
、

弦
楽
器
の
聖
地
・
ク
レ
モ
ナ
、
陶

芸
の
ま
ち
・
フ
ェ
ズ
、
文
化
と
芸

術
が
薫
る
都
市
と
の
交
流
が
進
む

こ
と
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
、
国
内
外
の
都

市
と
の
交
流
促
進
や
積
極
的
な
観

光
宣
伝
等
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
高
山
市
が
有
す
る
魅
力
を
世

界
に
向
け
て
広
く
発
信
し
、
市
の

さ
ら
な
る
発
展
に
結
び
つ
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
・
モ
ロ
ッ
コ
へ

　
　
　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

ミラノ・サローネでのアロマディフューザーの説明

リカルド・ベルゴンツィ氏のバイオリン工房視察

フェズ市行政関係者との面談


